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(57)【要約】
【課題】小型な表示画面であっても音声ファイルに関連
した情報を簡単に確認することが可能な音声記録装置、
情報通信システム、音声記録制御方法、およびプログラ
ムを提供する。
【解決手段】音声記録装置１０の表示部２０５における
アイコン４００を表示し、アイコン４００は、音声デー
タファイル毎に並べて表示され、抽出した情報に従って
、性別、年齢、患部の情報が反映され、どのような患者
に関する音声データか分かり（４００ａ－４００ｃ）、
また、作業の進行状況に応じてアイコンの枠を異ならせ
（４００ｄ－４００ｆ）、作業の完了予測を判別できる
ように表示する（４００ｇ－４００ｉ）。
【選択図】　図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワークに接続可能な音声記録装置であって、
　音声を取得して音声ファイルとして記録する音声記録部と、
　上記音声ファイルをネットワークに送信する送信部と、
　上記音声ファイルに関連した関連情報を抽出する情報抽出部と、
　上記関連情報を音声データファイルに関連付けて表示する表示部と、
　を備えることを特徴とする音声記録装置。
【請求項２】
　上記関連情報に基づいて音声データファイルに関連付けられたアイコンを作成するアイ
コン作成部をさらに備え、
　上記表示部に上記アイコンを表示することを特徴とする請求項１に記載の音声記録装置
。
【請求項３】
　上記ネットワークに接続した上記音声記録装置以外の情報処理装置より上記音声ファイ
ルに関連づけられた管理情報を受信する受信部を備え、
　上記情報抽出部は上記管理情報より上記関連情報を抽出することを特徴とする請求項１
または２に記載の音声記録装置。
【請求項４】
　上記音声ファイルの音声から、上記音声ファイルを分析し、上記音声ファイルに関連す
る音声情報を抽出する音声情報抽出部を備え、
　上記情報抽出部は上記音声情報より上記関連情報を抽出することを特徴とする請求項１
または２に記載の音声記録装置。
【請求項５】
　上記管理情報は、上記音声データファイルに関するトランスクリプション作業に関する
管理情報であって、トランスクリプション作業で作成された文章から、上記音声データフ
ァイルに関連した文字情報を抽出する文字情報抽出部を備え、
　上記情報抽出部は上記文字情報より上記関連情報を抽出することを特徴とする請求項１
または２に記載の音声記録装置。
【請求項６】
　上記関連情報は、上記音声ファイルに関するトランスクリプション作業に関する情報で
あって、少なくとも作業期限、作業の進捗状況、優先度情報、トランスクリプション作業
担当者の情報の少なくとも１つの情報を含むことを特徴とする請求項１または２に記載の
音声記録装置。
【請求項７】
　上記関連情報は、上記音声データファイルに関するメディカルトランスクリプション作
業に関する情報であって、患者の年齢、性別、患部、病状の少なくとも１つの情報を含む
ことを特徴とする請求項１または２に記載の音声記録装置。
【請求項８】
　上記音声記録装置の利用するものの入力を受け付ける入力部を備え、
　上記入力部による入力に従って、上記管理情報のうちどの情報に基づいて上記アイコン
を作成するかを設定することを特徴とする請求項２に記載の音声記録装置。
【請求項９】
　請求項２記載の上記音声記録装置と通信可能な通信端末を有する情報通信システムであ
って、上記通信端末は、
　ネットワークに接続する通信部と、
　第２の表示部と、
　を備え、
　上記音声記録装置は上記通信端末を介してネットワークに接続し、
　上記通信端末は上記音声記録装置が作成した上記アイコンを受信し、
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　上記第２の表示部は、上記アイコンを表示する、
　ことを特徴とすることを特徴とする情報通信システム。
【請求項１０】
　ネットワークに接続可能な音声記録装置における音声記録制御方法において、
　音声を取得して音声ファイルとして記録する音声記録ステップと、
　上記音声ファイルをネットワークに送信する送信ステップと、
　上記音声ファイルに関連した関連情報を抽出する情報抽出ステップと、
　上記関連情報を音声データファイルに関連付けて表示する表示ステップと、
　を有することを特徴とする音声記録制御方法。
【請求項１１】
　ネットワークに接続可能であり、音声を取得して音声ファイルとして記録する音声記録
装置内のコンピュータのためのプログラムにおいて、
　上記音声ファイルをネットワークに送信する送信ステップと、
　上記音声ファイルに関連した関連情報を抽出する情報抽出ステップと、
　上記関連情報を音声データファイルに関連付けて表示する表示ステップと、
　を上記音声記録装置内のコンピュータに実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、音声データを処理すると共にネットワークと通信可能な音声記録装置、情報
通信システム、音声記録制御方法、およびプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、例えばＩＣレコーダ等の音声記録装置によって利用者が音声データを記録し
ておき、この音声データファイルをタイピストが再生し、これを聞きながらその口述内容
をタイプ打ちして文書にする所謂トランスクリプション（ディクテーション）が企業や病
院等で行われている。
【０００３】
　ネットワーク化されたトランスクリプションシステムでは、音声記録装置で記録され音
声データファイルをネットワーク上のサーバ装置にアップロードすることができる。この
ネットワークにタイピスト（トランスクリプショニスト）のＰＣ（personal computer）
を接続させ、このＰＣにサーバ装置にアップロードされている音声データファイルを選択
してダウンロードすることによってタイピストへ音声データファイルの送信が行われる。
タイピストは、自身のＰＣにダウンロードした音声データファイルを再生し、ワードプロ
セッサ等のテキスト作成アプリケーションソフトを使用してテキストデータを作成する（
「トランスクリプション」という）。
【０００４】
　このようなトランスクリプションを依頼にするにあたって、タイピストへの作業期限の
指示や、作業状況、タイピスト情報、音声ファイル名などに関連づけて一括管理が可能な
作業管理システムが提案されている（特許文献１参照）。
【０００５】
　また、近年の音声記録装置は、Ｗｉ－Ｆｉなどの無線通信機能を搭載して音声データフ
ァイルを作業指示とともにサーバ装置にアップロードすることも可能である。これによっ
て、音声記録装置からＰＣに音声データを移行し、ＰＣからネットワークを介して作業状
況確認及び作業依頼を行うことが可能となる。このような方法を用いれば、例えば、ＰＣ
を利用できない環境（例えば医師が音声記録装置を用いて診察記録を行う場合であって、
病院内での回診中や病院外での診察など）であっても、作業状況確認、作業指示が可能と
なる。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００６】
【特許文献１】特開２０１０－４９６６３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上述のネットワークに接続してトランスクリプションを行う方法では、音声記録装置が
通信機能を備えるか、音声記録装置と連携するスマートフォン等の小型の通信端末が必要
となる。このような音声記録装置やスマートフォンなどの小型の通信端末は持ち運んで利
用するために、一般的に、表示画面が小型である。しかし、小型画面では特許文献１に開
示されているような複雑で情報量の多い作業管理情報の表示や閲覧には不向きである。こ
のため作業管理情報を確認して、追加の作業指示を行うことが困難である。
【０００８】
　本発明は、このような事情を鑑みてなされたものであり、小型な表示画面であっても音
声ファイルに関連した情報を簡単に確認することが可能な音声記録装置、情報通信システ
ム、音声記録制御方法、およびプログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するため第１の発明に係る音声記録装置は、ネットワークに接続可能な
音声記録装置であって、音声を取得して音声ファイルとして記録する音声記録部と、上記
音声ファイルをネットワークに送信する送信部と、上記音声ファイルに関連した関連情報
を抽出する情報抽出部と、上記関連情報を音声データファイルに関連付けて表示する表示
部と、を備える。
【００１０】
　第２の発明に係る音声記録装置は、上記第１の発明において、上記関連情報に基づいて
音声データファイルに関連付けられたアイコンを作成するアイコン作成部をさらに備え、
上記表示部に上記アイコンを表示する。
　第３の発明に係る音声記録装置は、上記第１または第２の発明において、上記ネットワ
ークに接続した上記音声記録装置以外の情報処理装置より上記音声ファイルに関連づけら
れた管理情報を受信する受信部を備え、上記情報抽出部は上記管理情報より上記関連情報
を抽出する。
【００１１】
　第４の発明に係る音声記録装置は、上記第１または第２の発明において、上記音声ファ
イルの音声から、上記音声ファイルを分析し、上記音声ファイルに関連する音声情報を抽
出する音声情報抽出部を備え、上記情報抽出部は上記音声情報より上記関連情報を抽出す
る。
　第５の発明に係る音声記録装置は、上記第１または第２の発明において、上記管理情報
は、上記音声データファイルに関するトランスクリプション作業に関する管理情報であっ
て、トランスクリプション作業で作成された文章から、上記音声データファイルに関連し
た文字情報を抽出する文字情報抽出部を備え、上記情報抽出部は上記文字情報より上記関
連情報を抽出する。
【００１２】
　第６の発明に係る音声記録装置は、上記第１または第２の発明において、上記関連情報
は、上記音声ファイルに関するトランスクリプション作業に関する情報であって、少なく
とも作業期限、作業の進捗状況、優先度情報、トランスクリプション作業担当者の情報の
少なくとも１つの情報を含む。
　第７の発明に係る音声記録装置は、上記第１または第２の発明において、上記関連情報
は、上記音声データファイルに関するメディカルトランスクリプション作業に関する情報
であって、患者の年齢、性別、患部、病状の少なくとも１つの情報を含む。
　第８の発明に係る音声記録装置は、上記第２の発明において、上記音声記録装置の利用
するものの入力を受け付ける入力部を備え、上記入力部による入力に従って、上記管理情
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報のうちどの情報に基づいて上記アイコンを作成するかを設定する。
【００１３】
　第９の発明に係る情報通信システムは、上記第２の発明に係る上記音声記録装置と通信
可能な通信端末を有する情報通信システムであって、上記通信端末は、ネットワークに接
続する通信部と、第２の表示部と、を備え、上記音声記録装置は上記通信端末を介してネ
ットワークに接続し、上記通信端末は上記音声記録装置が作成した上記アイコンを受信し
、上記第２の表示部は、上記アイコンを表示する。
【００１４】
　第１０の発明に係る音声記録制御方法は、ネットワークに接続可能な音声記録装置にお
ける音声記録制御方法において、音声を取得して音声ファイルとして記録する音声記録ス
テップと、上記音声ファイルをネットワークに送信する送信ステップと、上記音声ファイ
ルに関連した関連情報を抽出する情報抽出ステップと、上記関連情報を音声データファイ
ルに関連付けて表示する表示ステップと、を有する。
【００１５】
　第１１の発明に係るプログラムは、ネットワークに接続可能であり、音声を取得して音
声ファイルとして記録する音声記録装置内のコンピュータのためのプログラムにおいて、
上記音声ファイルをネットワークに送信する送信ステップと、上記音声ファイルに関連し
た関連情報を抽出する情報抽出ステップと、上記関連情報を音声データファイルに関連付
けて表示する表示ステップと、を上記音声記録装置内のコンピュータに実行させる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、小型な表示画面であっても音声ファイルに関連した情報を簡単に確認
することが可能な音声記録装置、情報通信システム、音声記録制御方法、およびプログラ
ムを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の一実施形態に係る情報通信システムの全体を示すブロック図である。
【図２】本発明の一実施形態に係る情報通信システムの内、音声記録装置、通信端末等の
構成を示すブロック図である。
【図３】本発明の一実施形態に係る情報通信システムの内、情報処理装置の構成を示すブ
ロック図である。
【図４】本発明の一実施形態に係る音声記録装置のメイン動作を示すフローチャートであ
る。
【図５】本発明の一実施形態に係るサーバ装置に記録されるデータベースを示す図である
。
【図６】本発明の一実施形態に係る音声記録装置のアイコン作成の動作を示すフローチャ
ートである。
【図７】本発明の一実施形態に係る音声記録装置の情報抽出の動作を示すフローチャート
である。
【図８】本発明の一実施形態に係る音声記録装置におけるアイコンを示す図である。
【図９】本発明の一実施形態に係る音声記録装置においてアイコンを表示するためのアイ
コンデータを示す図である。
【図１０】本発明の一実施形態に係る音声記録装置においてアイコン以外の表示の例を示
す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下に添付図面を参照して、本発明の一実施形態に係る音声記録装置およびこの音声記
録装置を含む情報通信システムについて説明にする。本実施形態に係る音声記録装置およ
び情報通信システムにおいては、医師が患者の診察情報を音声ＩＣレコーダに口頭で吹き
込み、音声データファイルをネットワーク上で接続されたタイピストに電子カルテ作成用
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のメディカルトランスクリプション（文字起こし）作業を依頼する場合を例に挙げて説明
する。
【００１９】
　まず、図１を用いて、本実施形態に係る情報通信システムの全体構成について説明する
。本情報通信システムは、音声記録装置１０ａ、１０ｂ、通信端末１１、サーバ装置１２
、管理者装置１３、情報処理装置１４、ネットワーク１５を有する。
【００２０】
　音声記録装置１０ａ、１０ｂは、音声を記録する音声ＩＣレコーダであって、ネットワ
ーク１５に接続するための通信機能を備えている。音声記録装置１０ａは通信機能を備え
ており、ＷｉＦｉやブルートゥース（登録商標）等の無線通信によって直接ネットワーク
１５に接続できる。また音声記録装置１０ｂは、通信端末１１とＷｉＦｉやブルートゥー
ス（登録商標）などで無線通信によって通信を行うことができる。音声記録装置１０ｂは
、通信端末１１のネットワーク接続機能を介して、ネットワーク１５に接続可能である。
【００２１】
　例えば、通信端末１１が、テザリング接続可能なスマートフォンであれば、音声記録装
置１０ｂは、スマートフォンの電話回線を介して、ネットワーク１５に接続することがで
きる。この場合には、医師が病院外であって無線通信用の接続スポットがない場所におい
てもネットワーク１５に接続し、作業状況確認、作業指示が可能となる。音声記録装置１
０（音声記録装置１０ａ、１０ｂを総称する場合には、音声記録装置１０と称す）の詳し
い構成については、図２を用いて後述する。
【００２２】
　サーバ装置１２は、ネットワーク１５を介して、各装置と通信可能に構成されている。
サーバ装置１２は、音声記録装置１０、通信端末１１から送信された音声データファイル
や作業情報（優先度、作業期限）を受信するとともに、情報処理装置１４から送信された
ドキュメントやタイピストの作業状況（進捗、完了予定日時、作業着手日時、作業終了日
時）を受信する。サーバ装置１２は、受信した音声データファイル、利用者、タイピスト
、患者情報などを関連付けて管理データベースの作成を行う。管理データベースについて
は、図５を用いて後述する。
【００２３】
　管理者装置１３は、管理者が操作するＰＣであって、ネットワーク１５を介して他の装
置と接続可能である。ネットワーク１５を介して、管理者装置１３は、サーバ装置１２に
よって作成された管理データベースから管理情報を読み出し、図示しない他のサーバ装置
に提供する。また、管理者装置１３は、管理情報の変更（例えば作業の優先度や作業期限
日時など）を他のサーバ装置から受信した場合は、別のサーバ装置に管理情報の変更等の
提供を行う。管理者は管理データベースの情報に基づいて、トランスプリクション作業の
優先度や作業状況、個々のタイピストの作業の依頼状況（例えば、込み具合）等を把握し
、管理者装置１３を介して、適切なタイピストに作業依頼を送信する。
【００２４】
　なお、図１に示す例では、複数のサーバ装置で管理データベースを管理する構成につい
て説明した。しかし、本発明はこれに限られず、例えば、クラウドサーバーにて、各企業
や各病院の管理データベースを一括管理するようにしてももちろん構わない。また、例え
ば、管理者装置１３を設けずに、サーバ装置１２（クラウドサーバ）に組み込まれたプロ
グラムによって、音声記録装置１０ａ、１０ｂ、通信端末１１、情報処理装置１４から送
信される種々の情報に基づいて、自動的に管理データベースを作成、管理するものであっ
ても構わない。また、タイピストへの作業依頼は利用者が音声記録装置１０を介して直接
依頼するものであっても構わない。
【００２５】
　情報処理装置１４は、タイピストが使用するＰＣであって、ネットワーク１５に接続可
能である。管理者が管理者装置１３を介して指定することによって、情報処理装置１４は
作業依頼を受信し、またサーバ装置１２より本作業依頼に関する音声データファイルと共
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に作業情報（作業期限、優先度など）を受信する。タイピストは情報処理装置１４を用い
て、音声データファイルを再生して、文字起こし作業を行う。文字起こし完了後は電子カ
ルテファイルとして依頼元の音声記録装置１０またはサーバ装置１２へ送信する（両方に
送信しても構わない）。また、情報処理装置１４は、タイピストが受信した作業依頼につ
いて、受信時刻や作業の開始時刻、予定終了時刻やなどの作業情報をサーバ装置１２に送
信する。
【００２６】
　次に、図２を用いて、音声記録装置１０および通信端末１１について説明する。音声記
録装置１０は、音声記録部２００、入力部２０１、通信部２０２、制御部２１０、記録部
２０４、表示部２０５を有する。
【００２７】
　音声記録部２００は、利用者が吹き込んだ音声を電気信号に変換するためのマイクロフ
ォンや、変換された音声信号を増幅処理やＡＤ変換処理等の種々の処理を行う音声信号処
理回路等を含む。また、音声記録部２００は、ＡＤ変換処理された音声データを一時的に
記憶するメモリも含む。この音声データは、制御部２１０内のファイル作成部２１４によ
って音声データファイルに変換された後に、記録部２０４に記録される。音声記録部２０
０は、後述する記録部２０４と協働して、音声を取得して音声ファイルとして記録する音
声記録部として機能する。
【００２８】
　入力部２０１は、利用者が各種操作を入力するためのボタン等の操作部材や表示部上に
設置されたタッチパネル等を有する。操作部材やタッチパネルにおける検出結果は、制御
部２１０に出力される。入力部２０１は、音声記録装置の利用者するものの入力を受け付
ける入力部として機能する。この入力部による入力に従って、管理情報のうちどの情報に
基づいてアイコンを作成するかを設定することが可能である。
【００２９】
　通信部２０２は、ＷｉＦｉやブルートゥース（登録商標）などの無線接続方式でネット
ワーク１５や通信端末１１と接続し、データの送受信を行う。なお、図１における音声記
録装置１０ａの通信部２０２は、ネットワーク１５に直接接続可能であり、音声記録装置
１０ｂの通信部２０２は、通信端末１１、電話回線２３０を介してネットワーク１５に接
続可能である。通信部２０２は、通信端末１１とネットワーク１５の両方に接続可能であ
ってもよく、また何れか一方のみに接続可能であってもよい。
【００３０】
　通信部２０２は、音声ファイルをネットワークに送信する送信部として機能する。また
、通信部２０２は、ネットワークに接続した音声記録装置以外の情報処理装置（情報処理
装置１４に限らず、サーバ装置１２および管理者装置１３等も含む）より音声ファイルに
関連づけられた管理情報を受信する受信部として機能する。
【００３１】
　制御部２１０は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）、ＣＰＵの周辺回路、およびメ
モリ等を有し、メモリに記憶されたプログラムに従って、音声記録装置全体の制御を司る
。制御部２１０内には、文字情報抽出部２１１、音声情報抽出部２１２、情報抽出部２１
３、ファイル作成部２１４、メール作成部２１５、アイコン作成部２１６を備え、これら
の各部は、制御部２１０内のＣＰＵ、その周辺回路等によってソフトウエアまたはハード
ウエアによって実現される。
【００３２】
　ファイル作成部２１４は、音声記録部２００によってデジタル信号に変換された音声デ
ータに基づいて、音声データファイルを作成する。メール作成部２１５は、利用者が音声
データファイルと共にトランスクリプション作業の依頼を、情報装置１４（作業者用端末
）に送付する際の電子メールを作成する。
【００３３】
　文字情報抽出部２１１は、各音声データファイルについてトランスクリプション作業に



(8) JP 2017-207809 A 2017.11.24

10

20

30

40

50

よって作成された文字情報からアイコン作成に用いる情報を抽出する。文字情報抽出部２
１１は、トランスクリプション作業で作成された文章から、音声データファイルに関連し
た文字情報を抽出する文字情報抽出部として機能する。
【００３４】
　音声情報抽出部２１２は、各音声データファイルについて利用者が吹き込んだ音声情報
からアイコン作成に用いる情報を抽出する。音声記録部２００によって変換された音声デ
ータは、記録部２０４または音声記録部２００内に記憶されているので、この音声データ
を用いて、アイコン作成に必要な情報を抽出する。音声情報抽出部２１２は、音声ファイ
ルの音声から、音声ファイルを分析し、音声ファイルに関連する音声情報を抽出する音声
情報抽出部として機能する。
【００３５】
　情報抽出部２１３は、文字情報抽出部２１１が抽出した情報、音声情報抽出部２１２が
抽出した情報、および後述する音声データに関連付けられた管理データベース（図５参照
）からアイコン作成に必要な情報を抽出する。アイコン作成に必要な情報については後述
する（図８および図９参照）。
【００３６】
　情報抽出部２１３は、音声ファイルに関連した関連情報を抽出する情報抽出部として機
能する。この情報抽出部は、管理情報（管理データベースに記録されている情報）より関
連情報を抽出する。また、情報抽出部は、音声情報より関連情報を抽出する。管理情報は
、本実施形態においては、音声データファイルに関するトランスクリプション作業に関す
る管理情報である。情報抽出部は、文字情報より関連情報を抽出する。関連情報は、本実
施形態においては、音声ファイルに関するトランスクリプション作業に関する情報であっ
て、少なくとも作業期限、作業の進捗状況、優先度情報、トランスクリプション作業担当
者の情報の少なくとも１つの情報を含む（図５参照）。また、関連情報は、音声データフ
ァイルに関するメディカルトランスクリプション作業に関する情報であって、患者の年齢
、性別、患部、病状の少なくとも１つの情報を含む。
【００３７】
　アイコン作成部２１６は情報抽出部２１３で抽出された各音声データに関する情報に基
づいてアイコンを作成する。アイコン作成部２１６は、関連情報に基づいて音声データフ
ァイルに関連付けられたアイコンを作成するアイコン作成部として機能する。
【００３８】
　記録部２０４は、情報処理装置１４に作業依頼を送信する際に必要となる作業者用端末
の電子メールアドレスや各音声データファイル及び情報抽出部２１３で抽出した音声デー
タファイルの管理情報を音声データファイルと関連付けて記録する。なお管理情報につい
ては図５を用いて後述する。
【００３９】
　表示部２０５は、音声記録時や作業依頼時など操作中の操作情報や、各音声データファ
イルに関するアイコンを表示する。アイコンの表示例については、図８および図９を用い
て後述する。表示部２０５は、関連情報を音声データファイルに関連付けて表示する表示
部として機能する。表示部は、関連情報に基づいて音声データファイルに関連付けられた
アイコンを表示する。
【００４０】
　通信端末１１は、電話緯線２３０を利用してネットワーク１５に接続が可能であって、
例えば、スマートフォンを用いることができる。通信端末１１は、第１通信部２２０、第
２通信部２２１、第２制御部２２３、第２表示部２２４を備える。
【００４１】
　第１通信部２２０は、ＷｉＦｉやブルートゥース（登録商標）、ＮＦＣ（ニア・フィー
ルド・コミュニケーション）などの無線通信方式を用いて、音声記録装置１０と接続し、
データの通信を行う。第２通信部２２１は、電話通信回線２３０を利用してネットワーク
１５に接続する。
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【００４２】
　第２制御部２２３は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）、ＣＰＵの周辺回路、およ
びメモリ等を有し、メモリに記憶されたプログラムに従って、通信端末１１の全体制御を
行う。第２表示部２２４は、各種操作中の操作情報を表示し、また音声記録装置１０から
受信したアイコンを表示する。なお、アイコン表示にあたっては、第２制御部２２３内に
、文字情報抽出部、音声情報抽出部、情報抽出部、アイコン作成部２１６を設け、第２制
御部２２３によってアイコンを生成し、表示するようにしてもよい。
【００４３】
　次に図３を用いて、情報処理装置１４の構成について説明する。この情報処理装置１４
は、タイピストが音声記録装置１０によって取得され生成された音声データを再生し、文
字起こし作業を行う際に使用する。情報処理装置１４は、例えばＰＣであり、通信部３０
０、入力部３０１、制御部３０２、記録部３０６、時計部３０３、音声再生部３０４、表
示部３０５を有する。
【００４４】
　通信部３００は、ネットワーク１５を介して、音声記録装置１０や管理者装置１３、通
信端末１１、サーバ装置１２と通信を行い、音声データファイルとこの音声データファイ
ルに関する作業依頼（電子メール文書、作業期限、優先度）等を受信する。作業期限は利
用者（例えば、医師）が設定した希望の作業完了日時である。作業期限は、サーバ装置１
２または管理者装置１３が後述する管理情報に基づいて自動的に設定した期限日時であっ
ても良い。優先度は利用者が設定した作業優先度である。作業優先度を管理情報としてい
るのは、同じタイピストが複数の作業依頼を受け付けている場合には、優先度をつけてど
の音声データファイルを先に文字起こしして欲しいかを設定できた方が利用者によっては
都合が良い場合があるためである。優先度は、管理者装置１３またはサーバ装置１２が後
述する管理情報に基づいて自動的に設定するようにしても良い。
【００４５】
　入力部３０１は、タイピストが情報処理装置を操作するために必要なマウスやキーボー
ド等を含む。タイピストは、表示部３０５における表示や音声再生部３０４で音声データ
ファイルを再生した音声を聞きながらトランスクリプション作業を行う。タイピストは、
トランスクリプション作業が完了したら電子カルテとして、サーバ装置１２に通信部３０
０を介して送信する。送信先のサーバ装置１２が最適なサーバ装置（例えば作業依頼元の
医師が所属する病院が管理するサーバ装置）でない場合には、情報処理装置１４は最適な
サーバ装置に再送信するようにしてもよい。サーバ装置１２への送信と同時に作業依頼元
の音声記録装置１０や通信端末１１に送信しても良い。またタイピストは電子カルテとは
別に、作業情報（作業の進捗状況や予定完了時刻）をサーバ装置１２や音声記録装置１０
、通信端末１１に送信する。
【００４６】
　制御部３０２は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）、ＣＰＵの周辺回路、およびメ
モリ等を有し、メモリに記憶されたプログラムに従って、情報処理装置１４の全体の各種
動作を制御する。本実施形態においては、音声データファイル、電子メールの受信、作業
依頼などの作業依頼に関連する情報を案件ごとに管理する。また入力部３０１により作成
された電子カルテや作業情報をこれら案件ごとに管理して、タイピストの操作に応じて表
示部に表示したり、サーバ装置１２などへの送信を行う。
【００４７】
　時計部３０３は現時刻を計時するとともに、作業依頼受信時刻、作業開始または完了し
た時刻を計時して制御部３０２に返信する。作業案件ごとに作業を開始し、また完了した
時刻を記録することにより、作業管理情報の管理を行う。
【００４８】
　音声再生部３０４は、音声データをアナログ音声信号に変換する音声処理回路やスピー
カ等を有し、受信した音声データファイルを再生する。表示部３０５は、各種操作画面を
表示する。本実施形態では、表示部３０５に、作業依頼案件ごとの管理情報を表示（タイ
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ピストが依頼されている案件の情報を確認する）し、またタイピングするための文書作成
ソフトの操作画面や、音声データファイルの再生ソフトの操作画面を表示する。
【００４９】
　記録部３０６は、音声データファイルを、作業管理情報やタイピストが作成したテキス
トファイルと関連づけて記録する。
【００５０】
　次に、図４に示すフローチャートを用いて、本実施形態に係る音声記録装置１０の動作
について説明する。このフローチャート（後述する図６および図７に示すフローチャート
も同様）は、制御部２１０内のＣＰＵがメモリに記憶されているプログラムに従って実行
する。図４に示すフローは、音声記録とトランスクリプション作業依頼を送信する動作を
主に示す。
【００５１】
　図４に示すフローを開始すると、まず、音声記録を行うか作業依頼を行うかについて判
定する（Ｓ１）。利用者は、入力部２０１における操作よって、音声記録を行うのか、作
業依頼を行うのかを設定する。そこで、このステップでは、入力部２０１における設定に
基づいて判定する。
【００５２】
　ステップＳ１における判定の結果、音声記録を行う場合には、音声の吹込みを行う（Ｓ
３）。利用者が入力部２０１の音声記録ボタンをオンした場合であり、このステップにお
いて、音声記録部２００が音声を音声データに変換し、音声記録部２００内のメモリに記
録を開始する。
【００５３】
　続いて、音声データファイルを作成する（Ｓ５）。音声データファイルは、利用者が音
声の吹き込みを完了して、音声記録ボタンをオフにすると、音声記録を終了し、制御部２
１０のファイル作成部２１４が音声データファイルを作成する。
【００５４】
　音声データファイルと作成すると、次に、音声情報の抽出を行う（Ｓ７）。ここでは、
音声情報抽出部２１２が、記録した音声データファイルに基づいて、後述するアイコン作
成に必要な情報を抽出する。具体的には例えばメディカルトランスクリプションであれば
、利用者（医師）が患者の氏名、性別、年齢、患部、症状等を吹き込むので、音声認識機
能を用いて、これらの音声情報を抽出する。トランスクリプション作業の依頼後は管理者
装置１４で作成された管理情報からこれらの情報を抽出することができる。しかし、依頼
前においても、このように音声データから情報を抽出することで、音声データファイルに
関する情報を抽出することができ、後述するアイコン作成（Ｓ１５参照）を行うことがで
きる。
【００５５】
　音声情報の抽出を行うと、次に、音声データファイル記録を行う（Ｓ９）。ここでは、
ステップＳ５において作成した音声データファイルを、ステップＳ７において抽出した音
声情報に関連付けて、記録部２０４に記録する。また、音声情報に限らず、作業依頼に関
する情報も音声データファイルに関連付けて記録部２０４に記録してもよい。
【００５６】
　音声データファイルの記録を行うと、次に、作業依頼の作成を行うか否かの判定を行う
（Ｓ１１）。ここでは、音声データファイルに関して作業依頼を行うかどうかを利用者に
問う画面を表示部２０５に表示する。利用者は入力部２０１を介して作業依頼の作成を行
うか、行わないかを選択する。
【００５７】
　ステップＳ１１における判定の結果、作業依頼を行わない場合には、情報抽出を行う（
Ｓ１３）。ここでは、情報抽出部２１３は音声データから抽出した音声情報から、アイコ
ン作成に必要な情報を抽出する。例えば、音声情報として、患者の氏名や、性別、年齢、
患部、症状を抽出した場合には、その中からアイコンを作成する情報として、性別、年齢
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、患部を抽出する。どの情報を抽出するかは、初期設定でどの情報を使用するか決めてお
いても良く、また音声吹き込みを終了した時点で利用者が設定しても良く、また音声情報
として抽出した情報によって、自動で決定しても良い。なお、情報抽出は、音声データに
限らず、テキスト情報等、他のデータから抽出してもよい。情報抽出の詳しい動作につい
ては、図７を用いて後述する。
【００５８】
　情報を抽出すると、次に、アイコンを作成する（Ｓ１５）。ここでは、ステップＳ１３
において抽出した情報（性別、年齢、患部）に基づいてアイコンを作成する。例えば、性
別が男性なら、女性と区別できる人の図柄を、年齢が１０歳なら子供と分かる人の図柄を
、患部が心臓であれば、人の図柄に心臓の図柄を描いたアイコンを作成する。これによっ
て、利用者は音声データファイル毎にどのような患者の情報が記録されているかを簡単に
判別できるようになる。アイコンの具体例については、図８および図９を用いて後述する
。
【００５９】
　ステップＳ１における判定の結果、作業依頼の場合には、音声データファイルの選択を
行う（Ｓ１７）。このステップでは、複数の音声データファイルの中から、トランスクリ
プション作業を依頼する音声データファイルを選択する。具体的には表示部２０５に表示
された音声データファイルのアイコンをタッチパネルやボタンなどを利用者が操作するこ
とにより選択する。
【００６０】
　音声データファイルの選択を行うと、次に、ステップＳ１１と同様に、作業依頼の作成
を行うか否かの判定を行う（Ｓ１９）。ここでは、音声データファイルに関して作業依頼
を行うかどうかを利用者に問う画面を表示部２０５に表示する。利用者は入力部２０１を
介して作業依頼の作成を行うか、行わないかを選択する。
【００６１】
　ステップＳ１９における判定の結果、作業依頼の作成を行う場合、またはステップＳ１
１における判定の結果、作業依頼の作成を行う場合には、作業依頼の入力を行う（Ｓ２１
）。ここでは、先に説明した内容の作業依頼を入力する。
【００６２】
　ステップＳ１９における判定の結果、作業依頼の作成を行わない場合、またはステップ
Ｓ２１において作業依頼を入力すると、送信を行う（Ｓ２３）。ここでは、ステップＳ１
７において選択された音声データファイル、またはステップＳ９において記録された音声
データファイルを、ステップＳ２１において作成された作業依頼に関するデータと共に、
通信部２０２を介して通信端末１１または直接ネットワーク１５に送信する。情報処理装
置１４が、ネットワーク１５を介して、これらのデータを受信する。また、これらのデー
タは、情報処理装置１４以外にも、管理者装置１３、サーバ装置１２も受信する。この場
合、管理者装置１３には、作業依頼のみとし、音声データファイルを送信しなくてもよい
。なお、既に作業依頼が作成済みの場合や、作業依頼を入力せずにタイピストに送信する
場合には作業入力を行なわずに送信を行う。
【００６３】
　送信を行うと、情報抽出を行う（Ｓ２５）。ここでは、利用者が作業依頼を入力した場
合に、情報抽出部２１３が作業依頼に基づく情報を抽出する。ここでの情報とは、具体的
には、希望完了期限日時や作業の優先度などである。情報抽出の詳しい動作については、
図７を用いて後述する。
【００６４】
　情報を抽出すると、次に、アイコンを作成する（Ｓ２７）。ここでは、抽出した情報に
基づいて、アイコン作成部２１６がアイコンを作成する。すでに音声情報の情報でアイコ
ンが作成されている場合には、必要に応じて作業依頼から抽出した情報を追加してアイコ
ン作成しなおして更新する。例えば、優先度に応じてアイコンの背景の色を変えたり、期
限が比較的短いものについてはアイコン自体を点滅させたりして、利用者が他のアイコン
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と視覚的に判別しやすいようにするのが好ましい。アイコン作成の詳しい動作については
、図６を用いて後述する。
【００６５】
　ステップＳ１５またはステップＳ２７においてアイコンを作成すると、このフローを終
了する。
【００６６】
　次に、図５を用いて、管理情報を管理する管理情報データベースについて説明する。ネ
ットワーク１５に接続した管理者装置１３は、ネットワーク１５に接続している音声記録
装置１０、通信端末１１、各病院等のサーバ装置１２、タイピスト等が使用する情報処理
装置１４から、トランスクリプション作業の依頼を受けた音声データファイル毎に管理情
報を集約し、管理する。
【００６７】
　管理情報としては、具体的には、図５に示すように、音声データファイルのファイル名
、この音声データファイルについて作業依頼を行った利用者（例えば、医師）のＩＤ、作
業依頼を受信したタイピストのＩＤ、対象の患者のＩＤである。ここで、患者のＩＤは特
に個人情報の保護の観点で、記号化される必要があり、患者ごとにＩＤ番号などが付与さ
れ、個人の氏名が医師以外のものに特定されないようにされている。
【００６８】
　また患者に関する管理情報には、性別、年齢、患部の情報などが含まれる。これらの患
者の情報は、音声記録装置１０で記録した音声情報から抽出しても良いし、後述するよう
にタイピストが音声データファイルから文字起こしをした文章情報から抽出してもよい（
図７のＳ５７参照）。
【００６９】
　さらに管理情報としては、利用者が入力した優先度や作業期限、タイピストが入力した
作業状況や完了予定日時、作業着手日時などを受信し管理する。ここで作業状況や完了予
定日は、情報処理装置１４がタイピストの作業状況から自動で推測しても良い。また、タ
イピスト毎の受信している作業依頼数や、作業状況、期限日等を考慮して、作業が予定ど
おり完了するかの予測を自動で判別してもよい、例えば予定通り完了しそうであると推測
されれば“○”、遅延する可能性があれば“▲”、すでに遅延していれば“×”、完了し
ていれば“済”などとしても良い。図５の予測の○▲×は、上述の予測を示す。
【００７０】
　さらに管理情報は、図５に図示しないが、利用者の依頼日時、音声データファイルの記
録日、音声データファイルのデータ量、利用者の病院情報、タイピストの所属会社情報、
患者の診察来歴、タイピストの作業完了時間、作業中断日時、電子カルテの返送日時、な
どの様々な情報を入力し管理してもよい。
【００７１】
　本実施形態においては、上述のように作業依頼をした音声データファイル毎に管理情報
を作成し、必要に応じてデータの更新を行う。また音声記録装置１０や、病院等のサーバ
装置１２から依頼があれば、全管理情報のうちから各利用者（医師）、各病院の管理情報
を抜出して、送信を行う。利用者（医師）がサーバ装置１２にアクセスすることで様々な
作業依頼の管理情報を随時確認することができる。
【００７２】
　次に、図６に示すフローチャートを用いて、ステップＳ１５、Ｓ２７におけるアイコン
作成の詳しい動作について説明する。
【００７３】
　アイコン作成のフローに入ると、まず、アイコン作成か否かの判定を行う（Ｓ３１）。
ここではステップＳ１３、Ｓ２５において抽出した情報に基づいてアイコンを作成するか
を判定する。アイコンを作成するか否かは、事前にメニューモード等の画面において、利
用者が事前に設定するようにしてもよく、またこのステップでアイコン作成の確認画面を
表示し、利用者が設定するようにしてもよい。
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【００７４】
　ステップＳ３１における判定の結果、アイコン作成を行う場合には、新規か否かの判定
を行う（Ｓ３３）。音声データファイルを作成後、この音声データファイルに対応するア
イコンを作成したか否かについて判定する。ここでは、音声データファイルに関連付けら
れたアイコンが音声記録部２０４に記憶されているか否かに基づいて判定する。 
【００７５】
　ステップＳ３３における判定の結果、新規であった場合には、アイコンの作成を行う（
Ｓ３５）。ここでは、抽出された情報に基づいてアイコンを作成する。作成するアイコン
については、図８および図９を用いて後述する。一方、ステップＳ３３における判定の結
果、新規でない場合には、アイコンの更新を行う（Ｓ３７）。抽出された情報が追加もし
くは変更されている場合には、追加・変更内容に応じてアイコンの更新を行う。追加・変
更がなければ、更新は行わない。
【００７６】
　ステップＳ３５においてアイコン作成を行うと、またはステップＳ３７においてアイコ
ンの更新を行うと、次にアイコンの表示を行う（Ｓ３９）。ここでは、表示部２０５に、
作成されたアイコンを、または更新されたアイコンを表示する。
【００７７】
　ステップＳ３１に戻り、このステップでの判定の結果、アイコンを作成しない場合には
、情報表示を行う（Ｓ４１）。前述したように、利用者がアイコン作成を設定していない
場合等には、情報の表示を行うようにしている。このステップでの情報表示については、
図１０を用いて後述する。
【００７８】
　ステップＳ３９においてアイコン表示を行うと、またはステップＳ４１において情報表
示を行うと、アイコン作成のフローを終了し、元のフローに戻る。
【００７９】
　次に、図７に示すフローチャートを用いて、ステップＳ１３、Ｓ２５における情報抽出
の詳しい動作について説明する。この情報抽出のフローでは、アイコンの作成に必要な情
報を抽出する
【００８０】
　情報抽出のフローに入ると、まず、管理情報を受信済みか否かについて判定する（Ｓ５
１）。ここでは、アイコンの作成対象である音声データファイルについて、音声記録装置
１０が管理情報データベースに記録されている管理情報（図５参照）をすでに管理者装置
１３から受信しているか否かについて判定する。
【００８１】
　ステップＳ５１における判定の結果、管理情報を受信済みの場合には、管理情報から情
報を抽出する（Ｓ５３）。ここでは、図８および図９に示すアイコンを作成するにあたっ
て必要な情報を抽出する。
【００８２】
　続いて、情報が十分か否かを判定する（Ｓ５５）。ここでは、管理情報から抽出した情
報で、アイコンを作成することができるか否かを判定する。
【００８３】
　ステップＳ５５における判定の結果、情報が十分ではない場合には、文字情報から情報
を抽出する（Ｓ５７）。ここでは、文字情報抽出部２１１が、文字起こし済みのテキスト
データに基づいて、文字認識により不足している情報を抽出する。前述したように、タイ
ピストは情報処理装置１４を用いて文字起こし作業を行い、ここで生成されたテキストデ
ータはサーバ装置１２に格納されている。そこで、このステップでは、サーバ装置１２に
格納されたテキストデータに基づいて情報を抽出する。なお、テキストデータは、サーバ
装置１２を介さずに、直接、情報処理装置１４から取得するようにしてもよい。
【００８４】
　文字情報から情報を抽出すると、次に、ステップＳ５９と同様に、情報が十分か否かを
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判定する（Ｓ５９）。この判定の結果、情報が十分でない場合には、音声情報から情報を
抽出する（Ｓ６１）。ここでは、音声情報抽出部２１２が、音声記録部２００に記憶され
た音声情報から必要な情報を抽出する。例えば、図５に示すような管理情報の場合には、
利用者（医師）が、利用者名、患者名等の管理情報を音声で記録している場合がある。こ
のステップでは音声認識によって、これらの情報を抽出する。
【００８５】
　ステップＳ５１に戻り、このステップにおける判定の結果、管理情報を受信済みでない
場合には、ステップＳ６１と同様に、音声情報から情報を抽出する（Ｓ６３）。管理情報
を受信していない場合は、文字起こしも完了していないため、音声情報のみからしか情報
を抽出できないので、音声情報抽出部で音声情報を抽出する。なお、図４のＳ７において
音声記録時に音声情報を抽出していた場合は、本ステップで音声情報を再度抽出する必要
はない。
【００８６】
　ステップＳ５５若しくはＳ５９における判定の結果、情報が十分であった場合、または
ステップＳ６１若しくはＳ６３において、音声情報から情報を抽出すると、情報抽出んお
フローを終了し、元のフローに戻る。元のフローに戻ると、情報抽出の結果を用いて、ア
イコンの作成を行う（図５のＳ１５、Ｓ２７参照）。
【００８７】
　このように、本実施形態におけるフローチャートにおいては、音声を取得して音声ファ
イルとして記録する音声記録ステップ（図４のＳ３、Ｓ５）と、音声ファイルをネットワ
ークに送信する送信ステップ（図４のＳ２３）と、音声ファイルに関連した関連情報を抽
出する情報抽出ステップ（図４のＳ１３、Ｓ２５、図７）と、関連情報を音声データファ
イルに関連付けて表示する表示ステップ（図４のＳ１５、Ｓ２７、図６のＳ３９）を有し
ている。このため、音声ファイル毎に関連情報を表示することができ、全体を一目で把握
することが容易となる。
【００８８】
　また、関連情報は、管理情報を受信している場合には、まず管理情報から抽出し（図７
のＳ５３）、情報が十分でない場合には文字情報から抽出し（図７のＳ５７）、それでも
十分ではない場合には音声情報から抽出している（図７のＳ６１）。すなわち、情報処理
装置からの情報を含めて有する管理情報を優先的に抽出するようにし、続いて、情報処理
装置からの文字情報を次に抽出している。このため、効率的かつ迅速に、不足なく情報を
抽出することができる。
【００８９】
　また、アイコンの作成にあたって、抽出された情報が追加された場合や更新された場合
には、アイコンの更新を行っている（図６のＳ３３、Ｓ３７）。このため、最新の情報を
表示することができる。音声記録装置１０で記録された音声に基づいてトランスクリプシ
ョンを依頼している場合には、トランスクリプションの依頼、進行状況の確認、納品の予
定日等、種々の最新情報を表示することができる。
【００９０】
　なお、図７では管理情報抽出後に文字情報から情報抽出するシーケンスについて説明を
行ったが、この順番に限られることなく、管理情報から情報抽出を行う前に文字情報から
情報抽出を行ってももちろん構わない。たとえば管理データベースが作成される前に、文
字起こしの作業途中テのキストファイルを直接タイピストの情報処理装置１４より受信し
、このテキストファイルから情報を抽出するようにしてもよい。この場合は文字起こし途
中のテキストデータに基づいて、文字情報抽出部２１１が情報を抽出する。また、図７で
は管理情報、文字情報、音声情報の順番で情報抽出を行っているが、これに限られず、任
意の順番また、いずれか一つまたは二つのみの情報から情報抽出をおこなってももちろん
構わない。
【００９１】
　次に、図８を用いて、アイコンの例を説明する。図８（ａ）は、音声記録装置１０の表
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示部２０５におけるアイコン４００の表示例を示す。このアイコン４００は、音声データ
ファイル毎に並べて表示されており、図８（ａ）に示す例では、縦に３個、横に３個、計
９個のアイコンが表示されている。各アイコン４００は、抽出した情報に従って、性別、
年齢、患部の情報が反映され、どのような患者に関する音声データか分かるようにしてい
る。例えば、図８（ａ）に示す例では、アイコン４００ａのハートマークは患部情報を示
しており、アイコン４００ｂの患者の図柄（シルエット）は、女性であることを示してお
り、アイコン４００ｃの患者の図柄は、幼児であることを示している。
【００９２】
　また、アイコン４００は、トランスクリプション作業の進行状況を示すようにしてもよ
い。例えば、図８（ｂ）に示すように、進行状況に応じてアイコンの枠を異ならせてもよ
い。アイコン４００ｄは枠を破線とすることで、作業が完了（文字起こし済み）したこと
を示している。アイコン４００ｅは枠を二重線とすることで、作業中であることを示して
いる。アイコン４００ｆは枠を太線とすることで作業が未着手であることを示している。
【００９３】
　また、アイコン４００は、作業の完了予測を判別できるように示してもよい。例えば、
図８（ｃ）に示すように、作業の完了予測に応じて、アイコンの背景の色を異ならせても
よい。アイコン４００ｇの背景色（薄い砂目で表す）は期限前に作業が完了する（○）と
予測されることを示している。アイコン４００ｈの背景色（縦縞で表す）は期限前に作業
が完了するか否か不明である（▲）ことを示している。アイコン４００ｉの背景色（濃い
砂目で表す）は期限前に作業が完了しない（×）と予測されることを示している。
【００９４】
　また、アイコン４００は、図８（ｃ）に示すように、作業の完了予定日時、優先度、タ
イピストのＩＤ等をアイコンに重畳して表示するようにしてもよい。アイコン自体は小さ
いが、例えば期限日時（“１２日１７時”）などの少ない文字数であれば十分視認可能で
ある。また図示しないが、期限までに完了していないものについてはアイコン自体を点滅
させたりしても良い。
【００９５】
　図９は、アイコンのデータベースを示す。このデータベースは、音声記録装置１０の記
録部２０４等のメモリに予め記憶しておく。図８に示すアイコン４００は、各項目（作業
状況、作業予測、患部、性別、年齢）の状況よって、アイコン、（内部の図柄、アイコン
枠、アイコン）や背景などを、データベースから検索し選択して、表示する。例えば性別
と年齢の情報を抽出できれば、どの人の形の図柄をアイコンに使用するかを決定できる。
【００９６】
　なお、アイコンの作成にどのような情報を反映させるかは利用者が、入力部２０１によ
って事前に設定しておいても良く、また情報の量によって、制御部２１０が判断して設定
しても良い。また、表示部２０５の大きさや解像度に応じて、制御部２１０がアイコンを
作成する際に使用する情報を自動的に設定するようにしてもよい。
【００９７】
　例えば、表示部２０５が大きい場合や解像度が高い場合は、アイコンを作成するための
情報の量を増やしても利用者はそれぞれのアイコンの違いを視認できるので、より正確に
案件を把握することができるようになる。図８（ｃ）では、優先度、タイピスト、期限日
時の何れか一つを表示しているが、すべてを表示するようにしてもよい。また、図８（ａ
）に示す例では、患者を示す図柄（シルエット）を簡略化しているが、より複雑な図柄を
作成してもよい。
【００９８】
　このように、表示部の大きさが異なる複数の音声記録装置や、表示部の大きさが異なる
音声記録装置と通信端末を使用する場合にはそれぞれの表示部の大きさに適したアイコン
表示が可能となる。
【００９９】
　次に、図１０を用いて、図柄（アイコン）に代えて文字情報で音声データファイルに関
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連した情報を表示する例について説明する。この情報表示４０１は、図６のステップＳ４
１において実行される。この情報表示は、抽出した作業情報、患者情報から文字のみを簡
易的にファイル名に置き換えて表示するようにしても良い。情報表示４０１は、音声デー
タファイル毎に並べて表示されており、
【０１００】
　図１０に示す例では、縦に３個、横に３個、計９個の情報が表示されている。各情報表
示４０１は、抽出した情報を文字で表示している。この例では、患者の性別、年齢、患部
、トランスクリプション作業の優先度、作業の進行状況、作業の完了予定日を表示してい
る。情報としては、これ以外の項目を追加してもよく、図１０に示す項目の一部を省略し
てもよい。このように、アイコンを作成しなくても小型の表示部で音声データに関連した
情報を利用者は確認することができる。
【０１０１】
　このように本発明の一実施形態においては、音声ファイルに関連した関連情報を抽出す
る情報抽出部と、関連情報を音声データファイルに関連付けて表示する表示部を有してい
る。このため、小型な表示画面であっても音声ファイルに関連した情報を簡単に確認する
ことができる。すなわち、情報抽出部によって抽出された関連情報を音声ファイルに関連
付けて表示するようにしたので、小型の表示画面でも音声ファイル毎に全体像を簡単に確
認することができる。
【０１０２】
　また、本発明の一実施形態においては、情報抽出部によって抽出された関連情報に基づ
いてアイコンを作成し、表示するようにしている。このため、表示部の小さな音声記録装
置（通信端末）においても、アイコンを確認することによって利用者は直感的に音声ファ
イルについて理解することができる。
【０１０３】
　また、本発明の一実施形態においては、ネットワーク１５を介して管理情報（図５参照
）を受信し、この受信した管理情報に基づいて関連情報を抽出している。このため、音声
記録装置の外部での状況についても音声ファイルに関連付けて表示することが可能となる
。
【０１０４】
　また、本発明の一実施形態においては、音声ファイルを分析し、関連情報を抽出してい
る。このため、外部から管理情報を取得できない場合であっても、音声記録された音声フ
ァイルによって関連情報を抽出し、関連情報の表示を行うことができる。
【０１０５】
　また、本発明の一実施形態においては、関連情報として、作業案件の期限、進捗状況、
優先度、作業の担当者等を抽出し表示するようにしている。このため、直感的に作業案件
の判別、作業の進捗確認等を行うことができる。さらに利用者（医師）は、アイコンを確
認して作業を依頼し、これらの情報に基づいて随時作業依頼を変更することも可能である
。例えば、作業の進捗や完了予定時刻を確認して、依頼案件毎にタイピスト変更依頼や、
優先度変更、要望期限の延長など行うことができる。
【０１０６】
　従来は大型の画面を備えたＰＣを利用しないとできなかった作業状況の確認や作業依頼
が、音声記録装置や通信端末などの小型のモバイル端末の表示画面でも可能となるため、
わざわざＰＣのある居室に戻ることなく、利用者はどこでも（例えば回診先や病院外での
診察時）作業依頼を行うことができる。利用者（医師）が音声を記録した時点で作業依頼
を送信することができるので、タイピストはトランスクリプション作業をいち早く開始す
ることができるようになる。さらに従来は利用者（医師）がデスクに戻ってくる時間帯に
一括して多数の依頼が送信していたのが、時間的に分散して作業依頼が送信するようにな
るため、トランスクリプション作業が効率的に行われるようになる。
【０１０７】
　また、本発明の一実施形態においては、アイコンによって表示する項目を入力部２０１
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によって適宜設定できるようにしている。このため、利用者の必要とする項目を効率良く
表示することが可能となる。
【０１０８】
　なお、本発明の一実施形態においては、音声記録装置１４でアイコン作成のための情報
抽出、アイコン作成を行う構成について説明した。しかしこれに限らず、例えば、情報抽
出からアイコン作成までを通信端末１１において行うようにしてももちろん構わない。こ
の場合には、通信端末１１は、音声記録装置１０内の文字情報抽出部２１１、音声情報抽
出部２１２、情報抽出部２１３、アイコン作成部２１６の機能を有し、音声記録装置１０
から音声データファイルを取得する。そして、ネットワーク１５を介して管理情報等を取
得すると共に、音声データファイル等を用いて、音声データファイル毎のアイコン等を作
成して、第２表示部２２４に表示を行えばよい。
【０１０９】
　また、本発明の一実施形態においては、音声記録装置１０内のアイコン作成部２１６が
作成したアイコンを表示部２０５に表示していた。しかし、これに限らずアイコンを通信
端末１１に送信し、通信端末１１においてアイコンを表示するようにしてもよい。すなわ
ち、通信端末１１は、ネットワーク１５に接続する第１通信部２２０と、第２の表示部２
２４を備えており、音声記録装置１４は通信端末を介してネットワーク１５に接続し、通
信端末１１は音声記録装置が作成したアイコンを受信し、このアイコンを第２表示部２２
４に表示する。
【０１１０】
　また、本発明の一実施形態において、どのようなアイコンを作成するかを利用者がカス
タマイズできるようにしてもよい。例えば、図８（ａ）に示す例では、成人と幼児しか区
別できないが、さらに細かく年齢を区別できるようにアイコン形状の種類を増やせるよう
にしても構わない。
【０１１１】
　また、本発明の一実施形態においては、制御部２１０、第２制御部２２３、制御部３０
２は、各部の機能の全部または一部をＣＰＵ（Central Processing Unit）と周辺回路お
よびプログラムコードによって実現するようにしているが、これに限らず、一部または全
部を、ＤＳＰ（Digital Signal Processor）等のプログラムコードで実行される回路で実
現するようにしてもよく、ヴェリログ（Verilog）によって記述されたプログラム言語に
基づいて生成されたゲート回路等のハードウエア構成でもよく、またハードウエア回路に
よって実行するようにしても勿論かまわない。
【０１１２】
　また、本発明の一実施形態においては、音声記録装置として、ＩＣレコーダを例に挙げ
て説明したが、これに限らず、音声を記録できる装置であれば、本発明を適用することが
できる。また、音声記録装置の適用例として、病院における診察時の会話のトランスクリ
プション作業を例に挙げて説明したが、これに限らず、会議録、商談記録、弁護士等によ
る原稿の吹込み等、種々の場面で適用することができる。
【０１１３】
　また、本明細書において説明した技術のうち、主にフローチャートで説明した制御に関
しては、プログラムで設定可能であることが多く、記録媒体や記録部に収められる場合も
ある。この記録媒体、記録部への記録の仕方は、製品出荷時に記録してもよく、配布され
た記録媒体を利用してもよく、インターネットを介してダウンロードしたものでもよい。
【０１１４】
　また、特許請求の範囲、明細書、および図面中の動作フローに関して、便宜上「まず」
、「次に」等の順番を表現する言葉を用いて説明したとしても、特に説明していない箇所
では、この順で実施することが必須であることを意味するものではない。
【０１１５】
　本発明は、上記実施形態にそのまま限定されるものではなく、実施段階ではその要旨を
逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示されてい
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る複数の構成要素の適宜な組み合わせにより、種々の発明を形成できる。例えば、実施形
態に示される全構成要素の幾つかの構成要素を削除してもよい。さらに、異なる実施形態
にわたる構成要素を適宜組み合わせてもよい。
【符号の説明】
【０１１６】
１０・・・音声記録装置、１１・・・通信端末、１２・・・サーバ装置、１３・・・管理
者装置、１４・・・情報処理装置、１５・・・ネットワーク、２００・・・音声記録部、
２０１・・・入力部、２０２・・・通信部、２０４・・・記録部、２０５・・・表示部、
２１０・・・制御部、２１１・・・文字情報抽出部、２１２・・・音声情報抽出部、２１
３・・・情報抽出部、２１４・・・ファイル作成部、２１５・・・メール作成部、２１６
・・・アイコン作成部、２２０・・・第１通信部、２２１・・・第２通信部、２２３・・
・第２制御部、２２４・・・第２表示部、２３０・・・電話回線、３００・・・通信部、
３０１・・・入力部、３０２・・・制御部、３０３・・・時計部、３０４・・・音声再生
部、３０５・・・表示部、３０６・・・記録部、３０７・・・音声ファイル、３０８・・
・テキスト４００・・・アイコン、４０１・・・情報表示

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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